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・ＷＡ刈谷及びオアシ

川

ス館刈
・ＷＡ刈谷及び

田

オアシス館刈 　谷での

　

常設展示ＰＲの実施 　

洋

谷での常設展示ＰＲの

之

実施 　谷での常設展示ＰＲの実施
　谷での常設展示ＰＲの実施 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観
・刈谷駅南北連絡通路及び観 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施
　光案内所等でのＰＲの実施 ・観戦動員の実施　15試合 ・観戦動員の実施　17試合 ・観戦動員の実施

　国内最高レベルの試合を間近で観戦できる機会があることを多くの市民に周知することや、ホームゲームへの市民親子

成果
招待、トップアスリートによるスポーツ教室、中学校部活動部員等のホームゲームへの招待等を通して「する・みる・さ

さえる」というスポーツの多面性の中で、一市民一スポーツの推進を図ることができた。

・パートナー制度の趣旨や目的に対する各チームや母体企業の理解の深化

・事業推進における各チームを始めとする関係各所との連携の一層の強化
課題

・パートナーチームに所属しない個人競技者への支援のあり方についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数（回） ー 3 8 8 8
指標
活動 学校派遣型刈谷キラキラ教室実施回数（回） 1 4 2 2 4
指標

　トップレベルの多くの競技に身近で触れ合うことが出来る、全国的にもあまり類を見ない本市のスポーツ
他市との 環境は、スポーツ振興を図る上で、本市の大きな強みとなっ

Ｄ

ている。
比較検証

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　

Ｃ

　

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

実

単位：千円
２年度 ３年

　

度 ４年度 ５年度 ４年度

　

（決算） （決算） （決

施

算） （予算） 事業費内

　

訳

事業費　① 763 1

　

,195 512 724

∨

合計 512,030 円
報償費 20,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 440,550 円
負担金、補助及び

一般財源 763 1,195 512 724 交付金 51,480 円

職員人件費　② 4,106 4,542 4,518 4,210

総事業費（①＋②） 4,869 5,737 5,030 4,934

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

令和５

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

令

教育文化

基本施策 スポ

和

ーツ
施策体系

施策の内

４

容 スポーツ活動プログ

年

ラムの充実

目
　
　
　
的

度

　全国や世界で活躍す

評

るスポーツチームの情

価

主
た
る
内
容

○ホームタ

）

ウンパートナー連絡会

刈

の開催（年3
報等を市

谷

民に周知することで、

市

地域に親しま 　回）
れ

事

るチーム作りに寄与す

務

るとともに、「みる ○

事

刈谷キラキラ教室の開

業

催
スポーツ」の促進を

評

図り、本市の更なるス

価

ポ ○ホームタウンパー

シ

トナーチーム啓発用リ

ー

ー
ーツの活性化に寄与

ト

する。 　フレット等の

（

作成
○ウィングアリー

様

ナ（ＷＡ）刈谷等での

式

啓発
　活動の実施

位
置

１

づ
け

関連計画 第3次刈

）

谷市スポーツマスター

会

プラン

根拠法令

対象者

計

市民、ホームタウンパ

名

ートナーチーム 事業期

担

間 平成２７年度 ～

実施

当

方法 ■直営　□委託　

部

□指定管理　□補助・

教

助成　□その他

育部

一般会計
ホー

Ｂ

ム

　
事
　
業
　
実
　
績

２年

タ

度実績 ３年度実績 ４年

ウ

度実績 ５年度計画

・パ

ン

ートナー数　13チー

パ

ム ・パートナー数　1

ー

3チーム ・パートナー

ト

数　13チーム ・パー

ナ

トナー数　13チーム

ー

・連絡会の開催　　　

事

 3回 ・連絡会の開催

業

　　　 3回 ・連絡会

担

の開催　　　 3回 ・

当

連絡会の開催　　　 

課

3回
・刈谷キラキラ教

ス

室　 1回 ・刈谷キラ

ポ

キラ教室　 7回 ・刈

ー

谷キラキラ教室　10

ツ

回 ・刈谷キラキラ教室

課

　10回
・リーフレッ

款

ト、クリアファ ・リー

項

フレット作成 ・リーフ

目

レット、うちわ作成 ・

担

啓発物品の作成
　イル

当

作成 ・市民だより等で

係

のＰＲ実施 ・市民だよ

普

り等でのＰＲ実施 ・市

及

民だより等でのＰＲ実

係

施
・市民だより等での

1

ＰＲ実施 ・ＷＡ刈谷及

0

びオアシス館刈 ・ＷＡ

6

刈谷及びオアシス館刈



川田　洋之

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本

令

市の強み及び特性であ

和

る様々な競技で日本ト

５

ップレベ
・法的業務

高

年

い
ルのチームやアスリ

度

ートが市内に数多く存

（

在している全国
必要性

令

・市民ニーズ、社会需

和

要 的にも恵まれたスポ

４

ーツ環境を活用した事

年

業であり、地域
・市民

度

生活上必要である　な

評

ど のスポーツ振興や活

価

性化、本市の魅力発信

）

のために必要性
の高い

刈

事業である。
　事業の

谷

実施にあたって、パー

市

トナーチームの理解の

事

下、
・コストの節減、

務

費用対効果
高い

グッズ

事

や観戦機会の提供、地

業

域貢献活動としての本

評

市事業
効率性 ・執行体

価

制の効率性 への積極的

シ

な協力などをいただい

ー

ており、協働による取

ト

り
・手段の最適性　な

（

ど 組みとして、事業の

様

効率性、費用対効果は

式

高いと考えられ
る。
　

２

住みよいまちづくりや

）

市の魅力発信のための

会

本市の強み
・市が主体

計

となって実施する
高い

名

や特性を活用した事業

担

であるため、市が主体

当

的に実施すべ
妥当性 　

部

べき事業であるか きで

教

ある。
・総合計画との

育

整合性　など

　第3次

部

刈谷市スポーツマスタ

一

ープランの施策として

般

推進を

施策への ・施策

会

への貢献度
高い

図って

計

おり、「する、みる、

ホ

ささえる」スポーツを

ー

通じた
・目標達成度 魅

ム

力あるまちづくりに貢

タ

献している。
貢献度 ・

ウ

市民サービスへの効果

ン

　など

今後の方向性 ■

パ

拡充　□現状維持　□

ー

改善・効率化　□縮小

ト

　□終期設定　□休止

ナ

・廃止

　第3次刈谷市

ー

スポーツマスタープラ

事

ンでは、施策のスポー

業

ツを通じたまちづくり

担

に位置付けられ、恵ま

当

れたスポーツ
環境を有

課

する本市だからこそ実

ス

施できる特色のある事

ポ

業である。本事業は、

ー

地域のスポーツ振興や

ツ

活性化、本市の魅
力向

課

上・発信のために非常

款

に有益であると考えら

項

れるため、今後につい

目

ても各パートナーチー

担

ムとの連携の強化等を

当

図り、事業の一層の充

係

実を目指していく。

普及係

1

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

0

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

6

　
評
　
価
　
∨

2
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指
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標
 

他市との
比較検証

門園　英樹

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 44 40 128 合計 40,000 円
報償費 40,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 44 40 128

職員人件費　② 1,120 1,893 1,882 1,531

総事業費（①＋②） 1,120 1,937 1,922 1,659

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

令

野 教育文化

基本施策 ス

和

ポーツ
施策体系

施策の

４

内容 スポーツ指導者の

年

育成

目
　
　
　
的

　市民

度

がスポーツ活動に取り

評

組み、継続でき

主
た
る

価

内
容

○専門知識や実績

）

を有する講師によるス

刈

ポー
るよう、その推進

谷

役となるリーダーを育

市

成し､ 　ツリーダー養

事

成講座の開催
市民スポ

務

ーツ活動の活性化、継

事

続化を図る。

位
置
づ
け

業

関連計画 第3次刈谷市

評

スポーツマスタープラ

価

ン

根拠法令

対象者 市民

シ

事業期間 平成７年度 ～

ー

実施方法 ■直営　□委

ト

託　□指定管理　□補

（

助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

２年度実績 ３年度実績

教

４年度実績 ５年度計画

育

中止 ・スポーツリーダ

部

ー養成講座 ・スポーツ

一

リーダー養成講座 ・ス

般

ポーツリーダー養成講

会

座
　　開催回数　1回

計

（2コマ） 　　開催回

ス

数　1回（2コマ） 　

ポ

　開催回数　1回（2

ー

コマ）
　 【講座メニ

ツ

ュー】    【講座メ

リ

ニュー】
　　アスリー

ー

トと指導者の心    

ダ

 子どもの心を掴む！

ー

　　の成長方法 　　ア

養

クティブ・チャイル
　

成

　ド・プログラムを用

講

いた
　　運動指導

　日

座

々進歩する専門知識や

事

最新のスポーツ科学を

業

取り入れた研修機会を

担

継続的に提供すること

当

により、参加者のスポ

課

ーツ

成果
リーダー、指

ス

導者としての資質や知

ポ

識の向上に寄与するこ

ー

とができた。

・スポー

ツ

ツリーダー養成講座修

課

了者を活用する仕組み

款

のさらなる拡充

・実際

項

の現場で活躍されてい

目

る指導者たちへの効率

担

的、効果的な啓発や講

当

座内容の選定の際のニ

係

ーズの把握
課題

指標名

普

称（単位）
実績値 目標

及

値

２年度 ３年度 ４年度

係

５年度 ７年度

活動 スポ

1

ーツリーダー養成講座

0

修了者数 0 23 40 5



2 門園　英樹

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

令

市民がスポーツを継続

和

するためには、だれも

５

が気軽に参
・法的業務

年

普通
加できるスポーツ

度

プログラムの充実に加

（

え、それを適切に
必要

令

性 ・市民ニーズ、社会

和

需要 指導する指導者が

４

必要である。
・市民生

年

活上必要である　など

度

　愛知教育大学等の教

評

育機関及びホームタウ

価

ンパートナー
・コスト

）

の節減、費用対効果
普

刈

通
チーム等スポーツ関

谷

係団体と協働して、講

市

座のメニュー作
効率性

事

・執行体制の効率性 り

務

から指導まで一環して

事

行い、産官学連携によ

業

りスポーツ
・手段の最

評

適性　など 推進に努め

価

ている。

　第3次刈谷

シ

市スポーツマスタープ

ー

ランの施策として推進

ト

を
・市が主体となって

（

実施する
普通

図ってお

様

り、プランに掲げる基

式

本理念や基本計画を実

２

現す
妥当性 　べき事業

）

であるか るために、市

会

が主体的に実施してい

計

く必要がある。
・総合

名

計画との整合性　など

担

　第3次刈谷市スポー

当

ツマスタープランの施

部

策として推進を

施策へ

教

の ・施策への貢献度
高

育

い
図っており、指導者

部

の資質の向上等に貢献

一

している。
・目標達成

般

度
貢献度 ・市民サービ

会

スへの効果　など

今後

計

の方向性 □拡充　□現

ス

状維持　■改善・効率

ポ

化　□縮小　□終期設

ー

定　□休止・廃止

　市

ツ

民のスポーツ活動が多

リ

様化、高度化し、指導

ー

者へのニーズも質･量

ダ

ともに増大しており、

ー

指導者には、豊かな人

養

間
性、競技の専門性、

成

スポーツ環境や条件の

講

管理能力などが求めら

座

れている。
　今後につ

事

いては、技術指導だけ

業

でなく、スポーツの多

担

様な楽しみ方の指導な

当

ど、幅広いマネージメ

課

ントができる指
導者の

ス

育成に努めるとともに

ポ

、講座のテーマや回数

ー

について、現場の声や

ツ

スポーツを取り巻く時

課

代の潮流等も参考に
、

款

決定を行っていく。

項 目 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

係

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

普

　
評
　
価
　
∨

及係

10 6



0

興を図ることができた

6

。

　参加者の安全面を

2

第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 参加者数（人） ― 381 1,285 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。（知立市・安城市・岡崎市・東浦町
他市との ・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 382 4,031 2,249 2,251 合計 2,248,800 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 448,800 円
負担金、補助及び

一般財源 382 4,031 2,249 2,251 交付金 1,784,000 円

職員人件費　② 5,077 5,148 5,120 5,205

総事業費（①＋②） 5,459 9,179 7,369 7,456

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費

Ｄ

見込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

４

ーツ活動プログラムの

年

充実

目
　
　
　
的

　マラ

度

ソン競技者の拡大及び

評

市民のスポーツ

主
た
る

価

内
容

　年齢別男女別の

）

1.5㎞、3㎞、10

刈

㎞のマラソ
競技の参加

谷

意欲の増進を図り、体

市

力づくりと ンコースと

事

誰でも気軽に参加でき

務

るジョギン
健康増進、

事

生涯スポーツの振興を

業

図る。 グコースを設定

評

し市民マラソン大会を

価

開催す
る。

位
置
づ
け

関

シ

連計画 第3次刈谷市ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

 

根拠法令  

対象者  

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 昭和４８年度 ～

実

式

施方法 □直営　□委託

１

　□指定管理　■補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

一

年度実績 ３年度実績 ４

般

年度実績 ５年度計画

中

会

止 ・開催方式をオンラ

計

インマラ 参加者数計　

か

1,285人 参加見込

き

者数　2,000人
　

つ

ソンに変更して開催し

ば

た。 ・1.5㎞（小学

た

生）　　　92人1.

マ

5㎞、3㎞、10㎞コ

ラ

ースを男
　参加者数　

ソ

381人 ・3㎞（中学

ン

生）　　　　52人女

大

別､年齢別の計9部門

会

で開催
・70周年プラ

開

ス1記念イベント・3

催

㎞（ジョギング）　 

事

211人する。
　とし

業

て、ゲストによるトー

担

・10㎞（一般）　　

当

　　930人
　クショ

課

ー、ランニングクリ
　

ス

ニックを開催した。
　

ポ

参加者数 　87人

　

ー

関連団体や嘱託医を含

ツ

め、コロナ禍での安全

課

な開催方法を検討し、

款

募集定員の縮小や密を

項

避ける運営を行うこと

目

により

成果
大会を開催

担

することができた。関

当

連団体と協議を行い、

係

様々なイベントを合わ

指

せて実施することで、

導

コロナ禍でありなが

ら

係

市民の体力づくりと健

1

康増進、スポーツの振



6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　一市民一

令

スポーツの振興を図る

和

ため、幅広い年代の市

５

民
・法的業務

高い
が気

年

軽に参加できる事業と

度

して必要である。
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要
・市民生活上必要

和

である　など

　かきつ

４

ばたマラソン大会実行

年

委員会へ事業補助金を

度

交付
・コストの節減、

評

費用対効果
普通

するこ

価

とにより、事務の効率

）

化を図る。
効率性 ・執

刈

行体制の効率性
・手段

谷

の最適性　など

　第8

市

次刈谷市総合計画では

事

、スポーツ活動プログ

務

ラムの充
・市が主体と

事

なって実施する
普通

実

業

として、市民がスポー

評

ツ活動に参加できる機

価

会の提供を
妥当性 　べ

シ

き事業であるか 掲げて

ー

おり、計画推進に必要

ト

な事業であると考えら

（

れる。
・総合計画との

様

整合性　など

　多くの

式

市民がスポーツに親し

２

み、スポーツ活動に参

）

加で

施策への ・施策へ

会

の貢献度
高い

きる機会

計

を提供する環境づくり

名

において、貢献してい

担

る。
・目標達成度

貢献

当

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

教

性 □拡充　■現状維持

育

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　市民が生

般

活の中でスポーツに興

会

味や関心を持つため、

計

スポーツに参加できる

か

機会を設けることで、

き

気軽にスポーツ
をはじ

つ

めるきっかけづくりや

ば

体力の向上及び健康増

た

進を図る。
　また、市

マ

民がスポーツ活動をす

ラ

る形態として、自分一

ソ

人や、家族、友人など

ン

個人やごく身近な人と

大

の少数での活動
が多く

会

なっている現状の受け

開

皿として、市民ニーズ

催

に即した事業の推進を

事

図る。
　

業
担当

Ｃ

課

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

ス

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

ポ

∨

ーツ課

款 項 目 担当係 指導係

10



2

20オリンピック・パ

門

ラリンピック競技大会

園

記念展示やワールドカ

　

ップに出場するバスケ

英

ットボール女子カナダ

樹

代

成果
表チームへの市内小中学生からの応援メッセージ動画の送付などを行うことで、レガシーの継承及びカナダとの良好な関

係を築くことができた。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止等のため、バスケットボール女子カナダ代表チームとの直接交流ができなかった。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 1 2 0 2 1
指標

指標
　

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,812 41,734 2 214 合計 1,720 円
旅費 1,720 円

財
　
源

特定財源 0 7,963 0 0

一般財源 5,812 33,771 2 214

職員人件費　② 12,319 17,413 9,412 4,210

総事業費（①＋②） 18,131 59,147 9,414 4,424

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

令

教育文化

基本施策 スポ

和

ーツ
施策体系

施策の内

４

容 スポーツ活動プログ

年

ラムの充実

目
　
　
　
的

度

　国際スポーツ大会等

評

を誘致することで、次

価

主
た
る
内
容

○国際スポ

）

ーツ大会等の招致活動

刈

の実施
世代を担う青少

谷

年に夢や希望を与える

市

ととも 　・誘致推進委

事

員会の開催
に、スポー

務

ツとのふれあいを通じ

事

て、市民が 　・関係機

業

関や競技団体への訪問

評

等による調
主体的にス

価

ポーツと関わる「豊か

シ

なスポーツ 　　査、情

ー

報収集及びＰＲの実施

ト

ライフの実現」に取り

（

組む。

位
置
づ
け

関連計

様

画 第3次刈谷市スポー

式

ツマスタープラン

根拠

１

法令

対象者 市民、競技

）

団体 事業期間 平成２８

会

年度 ～

実施方法 ■直営

計

　□委託　□指定管理

名

　□補助・助成　□そ

担

の他

当部 教育部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２年度実績 ３年

国

度実績 ４年度実績 ５年

際

度計画

・誘致推進委員

ス

会の開催　1回・誘致

ポ

推進委員会の開催　2

ー

回・東京2020オリ

ツ

ンピック・パ ・誘致推

大

進委員会の開催　2回

会

・競技団体等への訪問

等

等によ ・バスケットボ

招

ール女子カナ 　ラリン

致

ピック競技大会記念 ・

事

競技団体等への訪問等

業

によ
　る招致に関する

担

調査、ＰＲ 　ダ代表チ

当

ーム事前キャンプ 　展

課

示 　る招致に関する調

ス

査、ＰＲ
  等の実施

ポ

　実施に向けた準備及

ー

び受入 ・バスケットボ

ツ

ール女子カナ   等の

課

実施
・実行委員会開催

款

　3回 　れ 　ダ代表チ

項

ームへの市内小中 ・東

目

京2020オリンピッ

担

ク・パ
・聖火リレーの

当

実施 　学生からの応援

係

メッセージ 　ラリンピ

普

ック競技大会に関
　送

及

付 　する展示会の開催

係

・ＧＯＧＯウォーキン

1

グにお
　ける聖火リレ

0

ールートを辿
　るコー

6

スの設定等
　東京20



門園　英樹

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ハ

令

イレベルなスポーツ競

和

技大会を開催すること

５

で、「ス
・法的業務

高

年

い
ポーツのまち刈谷」

度

を内外にアピールする

（

とともに、本市
必要性

令

・市民ニーズ、社会需

和

要 における更なるスポ

４

ーツ振興が図られ、ス

年

ポーツを通じた
・市民

度

生活上必要である　な

評

ど 青少年の健全育成、

価

生きがいづくり等、本

）

市のまちづくり
に大き

刈

く寄与するものである

谷

。
　東京2020オリ

市

ンピック・パラリンピ

事

ック競技大会に関す
・

務

コストの節減、費用対

事

効果
普通

る展示会の開

業

催については、既存の

評

イベント等とタイアッ

価

効率性 ・執行体制の効

シ

率性 プすることで、効

ー

率的・効果的に実施す

ト

ることができる。
・手

（

段の最適性　など

　ス

様

ポーツを通じたまちづ

式

くりを推進するために

２

、市が主
・市が主体と

）

なって実施する
高い

体

会

となって実施すべき事

計

業である。
妥当性 　べ

名

き事業であるか
・総合

担

計画との整合性　など

当

　第3次スポーツマス

部

タープランに掲げる「

教

豊かなスポーツ

施策へ

育

の ・施策への貢献度
高

部

い
ライフの実現」、「

一

一市民一スポーツ」の

般

実現に向け、そ
・目標

会

達成度 の施策の1つで

計

ある「みるスポーツ」

国

の推進を図る上で、貢

際

貢献度 ・市民サービス

ス

への効果　など 献度の

ポ

高い事業である。

今後

ー

の方向性 ■拡充　□現

ツ

状維持　□改善・効率

大

化　□縮小　□終期設

会

定　□休止・廃止

　第

等

3次スポーツマスター

招

プランに掲げる「豊か

致

なスポーツライフの実

事

現」、「一市民一スポ

業

ーツ」の実現に向けた

担

施
策の1つとして、今

当

後も事業の拡大を図り

課

、国際スポーツ大会等

ス

の誘致を積極的に実施

ポ

し、スポーツを通じた

ー

まちづく
りを推進して

ツ

いく。

課

款 項

Ｃ
 

目

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

担

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

当係 普及係

10 6 2



園

　
ス
　
ト

単位：千円
２

　

年度 ３年度 ４年度 ５年

英

度 ４年度

（決算） （決

樹

算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 26 1,525 合計 25,800 円
旅費 6,880 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 18,920 円

一般財源 0 0 26 1,525

職員人件費　② 0 0 4,894 5,358

総事業費（①＋②） 0 0 4,920 6,883

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 スポーツ

和

施策体系
施策の内容 ス

４

ポーツ活動プログラム

年

の充実

目
　
　
　
的

　2

度

026年に愛知県で開

評

催が決定しているアジ

価

主
た
る
内
容

〇中国・杭

）

州大会の視察や、アジ

刈

ア競技大会
ア競技大会

谷

の一部競技を本市に誘

市

致し、アジ 　の啓発活

事

動を行う。
ア最大級の

務

スポーツイベントを盛

事

り上げると 　・大会開

業

催日　令和8年9月1

評

9日～10月4日
とも

価

に、本市のスポーツ振

シ

興を図る。 　・プレ大

ー

会　　令和7年度開催

ト

位
置
づ
け

関連計画 第3

（

次刈谷市スポーツマス

様

タープラン

根拠法令

対

式

象者 市民、競技団体 事

１

業期間 令和４年度 ～

実

）

施方法 ■直営　□委託

会

　□指定管理　□補助

計

・助成　□その他

名 担当部 教育部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

会

年度実績 ３年度実績 ４

計

年度実績 ５年度計画

　

ア

　 ・アジア競技大会Ｐ

ジ

Ｒ活動実 ・アジア競技

ア

大会ＰＲ活動
　 　 　施

競

　2回 ・第19回アジ

技

ア競技大会（杭
　 　 　

大

州）視察
　 　
　　　―

会

―――――― 　　　―

開

――――――

　スポー

催

ツフェスタ、刈谷わん

事

さか祭りといったイベ

業

ントにおいて、アジア

担

最大級の競技大会が開

当

催されることを多くの

課

成果
市民に対して周知

ス

することができた。

・

ポ

ブース出展以外の周知

ー

方法を含めた各種事業

ツ

の検討及び準備

課題

指

課

標名称（単位）
実績値

款

目標値

２年度 ３年度 ４

項

年度 ５年度 ７年度

活動

目

アジア競技大会ＰＲ活

担

動（回） ― 2 2 4
指標

当

活動
指標

他市との
比較

係

検証

普及係

10 6 2 門

Ｃ
　
事
　
業
　
コ



　英樹

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　アジア

令

最大級のスポーツの祭

和

典の一部競技を本市で

５

開催
・法的業務

高い
す

年

ることで、市民が高い

度

レベルの競技に触れる

（

ことができ
必要性 ・市

令

民ニーズ、社会需要 、

和

本市における更なるス

４

ポーツ振興を図ること

年

ができる。
・市民生活

度

上必要である　など

　

評

アジア競技大会の開催

価

に合わせて、県及び組

）

織委員会と
・コストの

刈

節減、費用対効果
普通

谷

連携して取り組むこと

市

で、効果的にスポーツ

事

を通じたまち
効率性 ・

務

執行体制の効率性 づく

事

りを推進することがで

業

きる。
・手段の最適性

評

　など

　アジア競技大

価

会の開催を、スポーツ

シ

振興や市民交流、地
・

ー

市が主体となって実施

ト

する
高い

域活性化など

（

により、スポーツを通

様

じたまちづくりの推進

式

妥当性 　べき事業であ

２

るか につなげるため、

）

市が主体となって実施

会

すべき事業である
・総

計

合計画との整合性　な

名

ど 。

　第3次スポーツ

担

マスタープランに掲げ

当

る「みるスポーツ」

施

部

策への ・施策への貢献

教

度
高い

の推進を図る上

育

で、スポーツを通して

部

市民に夢や希望を与
・

一

目標達成度 えることが

般

できるなど、貢献度の

会

高い事業である。
貢献

計

度 ・市民サービスへの

ア

効果　など

今後の方向

ジ

性 ■拡充　□現状維持

ア

　□改善・効率化　□

競

縮小　□終期設定　□

技

休止・廃止

　第3次ス

大

ポーツマスタープラン

会

に掲げるスポーツを始

開

めるきっかけづくりの

催

実現に向けた施策の一

事

つである「みるス
ポー

業

ツ」等を推進するため

担

、今後も事業の拡大を

当

図ることで、アジア競

課

技大会開催に向けた機

ス

運を醸成していき、ス

ポ

ポーツを通じたまちづ

ー

くりを推進していく。

ツ課

款 項

Ｃ
 
　
Ｈ
 

目

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

担

∧
　
評
　
価
　
∨

当係 普及係

10 6 2 門園



1

習会の開催     

0

 　  1回　講習会

6

の開催　　　　  1

2

回　講習会の開催　　

山

　　  1回
　クラブ

田

活動支援金の交付 ・刈

　

谷市総合型地域スポー

知

ツ
　　　　　　　1ク

里

ラブ10万円　クラブ活動支援金の交付
　　　　　　　1クラブ20万円

　研究会の開催によるクラブ間の定期的な情報共有や意見交換、研究会での協議を基にした講習会やバドミントン交流会

成果
等の開催などにより、各クラブの活動の充実やクラブスタッフの資質の向上等を図ることができた。

　会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化等、各クラブの自立及び経営

の安定化に向けた新たな支援の検討
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

成果 総合型地域スポーツクラブ加入者数 1,391 1,566 1,639 1,800 2,000
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　岡崎市1クラブ、豊田市12クラブ、碧南市1クラブ、安城市2クラブ、西尾市4クラブ、みよし市3クラブ、
比較検証 知立市1クラブ、高浜市1クラブ、幸田町1クラブ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 850 1,450 250 250 合計 250,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 850 1,450 25

Ｄ

0 250

職員人件費　

　

② 2,240 2,65

　

0 2,635 2,67

　

9

総事業費（①＋②）

Ｏ

3,090 4,100

　

2,885 2,929

　

建
設
事
業

全体事業費（

∧

単位：千円） 0 ４年度

　

特定財源名称

４年度ま

　

での累積事業費 0

６年

実

度以降の事業費見込 0

　
　
施
　
　
∨

令和５年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

度

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

（

事
　
業
　
概
　
要

総合計

令

画
分野 教育文化

基本施

和

策 スポーツ
施策体系

施

４

策の内容 クラブ・団体

年

の育成

目
　
　
　
的

　地

度

域のスポーツ振興のみ

評

ならず、スポーツ

主
た

価

る
内
容

〇各クラブの自

）

立に向けた調査研究（

刈

刈谷市
を通じた地域コ

谷

ミュニティの形成、青

市

少年育 　総合型地域ス

事

ポーツクラブ研究会の

務

開催）
成、高齢者や障

事

害のある人の社会参画

業

の場と
しての効果を期

評

待する総合型地域スポ

価

ーツク
ラブの育成を図

シ

る。

位
置
づ
け

関連計画

ー

スポーツ基本計画（国

ト

）、第3次刈谷市スポ

（

ーツマスタープラン

根

様

拠法令 スポーツ基本法

式

対象者 市民 事業期間 平

１

成１６年度 ～

実施方法

）

□直営　■委託　□指

会

定管理　□補助・助成

計

　□その他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事

般

　
業
　
実
　
績

２年度実

会

績 ３年度実績 ４年度実

計

績 ５年度計画

・刈谷市

総

総合型地域スポーツ ・

合

刈谷市総合型地域スポ

型

ーツ ・刈谷市総合型地

地

域スポーツ ・刈谷市総

域

合型地域スポーツ
　ク

ス

ラブ研究会 　クラブ研

ポ

究会 　クラブ研究会 　

ー

クラブ研究会
　研究会

ツ

開催回数　　　  6

ク

回　研究会開催回数　

ラ

　　  6回　研究会

ブ

開催回数　　　  6

育

回　研究会開催回数　

成

　　  6回
　バドミ

事

ントン交流会   中

業

止　バドミントン交流

担

会の開催 　バドミント

当

ン交流会の開催 　バド

課

ミントン交流会の開催

ス

　卓球交流会の開催　

ポ

　  1回　  　　

ー

　　　　　　　　1回

ツ

　   　　　　　　

課

　　   1回　  

款

 　　　　　　　　 

項

  1回
　講習会の開

目

催　　　　  1回　

担

卓球交流会の開催　 

当

　中止　卓球交流会の

係

開催  　  1回　

普

卓球交流会の開催  

及

　  1回
・刈谷市総

係

合型地域スポーツ 　講



0

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

6

評
　
価
　
∨

2 山田　知里

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理

令

由

　総合型地域スポー

和

ツクラブには、実施種

５

目や世代の多様
・法的

年

業務
高い

性などの特性

度

から、スポーツ振興の

（

みならず、地域コミュ

令

必要性 ・市民ニーズ、

和

社会需要 ニティの形成

４

や青少年の健全育成、

年

高齢者等の社会参画の

度

・市民生活上必要であ

評

る　など 場の提供など

価

の役割が期待できるた

）

め、クラブの育成を支

刈

援していく必要性は高

谷

い。
　自主財源により

市

継続的に運営できるよ

事

う執行体制、運営
・コ

務

ストの節減、費用対効

事

果
普通

方法や活動内容

業

を整理し、会員を確保

評

できるよう一層の啓
効

価

率性 ・執行体制の効率

シ

性 発活動と活動内容の

ー

充実を図るためには、

ト

クラブの育成を
・手段

（

の最適性　など 支援し

様

ていくことが有効であ

式

る。

　地域住民が主体

２

的な運営ができるよう

）

にするためには、
・市

会

が主体となって実施す

計

る
高い

市がクラブの育

名

成支援に取り組むこと

担

が必要である。
妥当性

当

　べき事業であるか
・

部

総合計画との整合性　

教

など

　第3次刈谷市ス

育

ポーツマスタープラン

部

の施策として推進を

施

一

策への ・施策への貢献

般

度
高い

図っており、活

会

動の充実やスタッフの

計

資質の向上等、市内
・

総

目標達成度 各クラブの

合

育成に貢献している。

型

また、中学校区ごとに

地

設
貢献度 ・市民サービ

域

スへの効果　など 立さ

ス

れた各クラブは、住民

ポ

が気軽にスポーツ活動

ー

等に参加
できる場とし

ツ

ての役割を果たすこと

ク

ができている。

今後の

ラ

方向性 □拡充　■現状

ブ

維持　□改善・効率化

育

　□縮小　□終期設定

成

　□休止・廃止

　運営

事

補助金の交付について

業

は、削減計画に基づき

担

削減をすすめてきた結

当

果として29年度末を

課

もって終了となったが

ス

、クラブ運営の基本で

ポ

ある自主・自立に向け

ー

、引き続き定期的な研

ツ

究会の開催により、各

課

クラブ間の情報共有や

款

意見
交換、アドバイザ

項

ーからの助言聴取等を

目

図るとともに、各クラ

担

ブの運営の安定化に向

当

けた財源確保策等の検

係

討を進め
ていく。

普及係

1

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ



係

（％） 93.0 88.

1

0 91.0 95.0 9

0

5.0
指標

 
指標

公認

6

陸上競技場　第1種　

3

名古屋市
他市との 　　　　　　　　第2種　豊田市、知多市
比較検証 　　　　　　　　第3種　名古屋市、豊橋市、豊川市、一宮市、半田市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,053 6,148 14,556 472,759 合計 14,555,620 円
需用費 990,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 2,456 54,560 役務費 13,620 円
委託料 3,685,000 円

一般財源 6,053 6,148 12,100 418,199 工事請負費 9,867,000 円

職員人件費　② 2,091 1,893 1,882 1,914

総事業費（①＋②） 8,144 8,041 16,438 474,673

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 アジア競技大会市町村施設改
修事業費補助金

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

４

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

　施設機能を拡充する

評

ことにより、市民のス

価

主
た
る
内
容

〇ウィング

）

アリーナ刈谷等の設備

刈

の修繕及び
ポーツ需要

谷

への対応と健康増進を

市

図る。 　改修工事
〇第

事

3種公認認定検定員に

務

よる事前検査

位
置
づ
け

事

関連計画 第3次刈谷市

業

スポーツマスタープラ

評

ン

根拠法令 スポーツ基

価

本法

対象者 施設利用者

シ

事業期間 平成２１年度

ー

～

実施方法 ■直営　□

ト

委託　□指定管理　□

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

２年度実績 ３年度実

教

績 ４年度実績 ５年度計

育

画

・ウィングアリーナ

部

刈谷 ・ウィングアリー

一

ナ刈谷 ・ウィングアリ

般

ーナ刈谷 ・ウィングア

会

リーナ刈谷
　休憩室修

計

繕 　ろ過装置修繕 　1

ウ

階女子更衣室等空調設

ィ

備調　メインアリーナ

ン

等天井改修
・ウェーブ

グ

スタジアム刈谷 　点吊

ア

りワイヤー取替修繕 　

リ

設備改修工事 　設計
　

ー

高圧受電設備改修工事

ナ

・ウェーブスタジアム

刈

刈谷 ・ウェーブスタジ

谷

アム刈谷 ・ウェーブス

等

タジアム刈谷等
　放送

施

室特別室床修繕 　便所

設

等バリアフリー化改修

改

　バリアフリー改修工

修

事
　誘導灯不具合修繕

事

　工事設計業務委託　

業

　 （Ｒ4繰越分）
・グ

担

リーングラウンド刈谷

当

　人工芝改修工事
・ウ

課

ェーブスタジアム刈谷

ス

　改修工事
　施設整備

ポ

により利用者の安全性

ー

や利便性を向上した。

ツ

成果

　今後、施設の老

課

朽化により予期しない

款

修繕等も考えられるた

項

め、日頃の点検を強化

目

した上で維持管理計画

担

を検討する必

要がある

当

。
課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

２年度

業

３年度 ４年度 ５年度 ７

務

年度

成果 利用者満足度
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民

令

が利用できる施設の拡

和

充に必要な事業である

５

。
・法的業務

高い必要

年

性 ・市民ニーズ、社会

度

需要
・市民生活上必要

（

である　など

　計画的

令

な経費の執行が必要で

和

ある。
・コストの節減

４

、費用対効果
普通効率

年

性 ・執行体制の効率性

度

・手段の最適性　など

評

　市民がスポーツ活動

価

に参加しやすい環境づ

）

くりを推進す
・市が主

刈

体となって実施する
高

谷

い
る事業であり、市の

市

主体的な関与が必要で

事

ある。
妥当性 　べき事

務

業であるか
・総合計画

事

との整合性　など

　ス

業

ポーツ施設の計画的な

評

整備に寄与している。

価

施策への ・施策への貢

シ

献度
高い・目標達成度

ー

貢献度 ・市民サービス

ト

への効果　など

今後の

（

方向性 □拡充　■現状

様

維持　□改善・効率化

式

　□縮小　□終期設定

２

　□休止・廃止

　施設

）

が存続する限り計画的

会

な施設整備（公認工事

計

への対応、国際大会向

名

けの整備計画）が必要

担

である。

当部 教

Ｃ

育

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

部

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

一

∨

般会計
ウィングアリーナ刈谷等施設改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係



務

00 円
委託料 14,

係

190,000 円

財

1

　
源

特定財源 0 0 0 0

0

一般財源 52,731

6

0 14,190 120

3

,000

職員人件費　② 0 0 753 1,531

総事業費（①＋②） 52,731 0 14,943 121,531

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

令

教育文化

基本施策 スポ

和

ーツ
施策体系

施策の内

４

容 スポーツ施設の整備

年

・充実・開放

目
　
　
　

度

的

　逢妻川河川敷にサ

評

ッカー場や多目的広場

価

等

主
た
る
内
容

〇逢妻川

）

河川敷にサッカー場や

刈

多目的広場等
のスポー

谷

ツ施設を整備すること

市

により、市民 　のスポ

事

ーツ施設を整備する。

務

のスポーツ需要への対

事

応と健康増進を図る。

業

位
置
づ
け

関連計画 第3

評

次スポーツマスタープ

価

ラン

根拠法令 スポーツ

シ

基本法

対象者 施設利用

ー

者 事業期間 平成２０年

ト

度 ～

実施方法 ■直営　

（

□委託　□指定管理　

様

□補助・助成　□その

式

他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

教

　
績

２年度実績 ３年度

育

実績 ４年度実績 ５年度

部

計画

逢妻川河川敷運動

一

広場に、駐 　 ・（仮称

般

）逢妻川河川敷運動 ・

会

（仮称）逢妻川河川敷

計

運動
車場の整備を行っ

（

た。 　 　広場実施設計

仮

業務委託 　広場整備工

称

事
　
　
　　　――――

）

―――

（仮称）逢妻川

逢

河川敷運動広場整備の

妻

ための実施設計を行っ

川

た。

成果

　

課題

指標名

河

称（単位）
実績値 目標

川

値

２年度 ３年度 ４年度

敷

５年度 ７年度

成果 実施

運

設計進捗率（％） ― ―

動

100.0 ― ―
指標
成

広

果 整備工事進捗率（％

場

） ― ― ― 36.4 ―
指

整

標
近隣市町村には事例

備

がない。
他市との
比較

事

検証

業
担当課 スポーツ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

課

　
ス
　
ト

単位：千円
２

款

年度 ３年度 ４年度 ５年

項

度 ４年度

（決算） （決

目

算） （決算） （予算）

担

事業費内訳

事業費　①

当

52,731 0 14,

係

190 120,000

業

合計 14,190,0



係

10 6 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市

令

内にあるスポーツ施設

和

は常に利用率が高く、

５

新たな施
・法的業務

高

年

い
設整備は必要性が高

度

い。
必要性 ・市民ニー

（

ズ、社会需要
・市民生

令

活上必要である　など

和

　調整池を活用するこ

４

とで広大な敷地を有効

年

に活用できる
・コスト

度

の節減、費用対効果
普

評

通効率性 ・執行体制の

価

効率性
・手段の最適性

）

　など

　亀城公園周辺

刈

に集まるスポーツ施設

谷

は古くから親しまれ
・

市

市が主体となって実施

事

する
普通

る第2のスポ

務

ーツ施設であり、施設

事

の拡充には妥当性があ

業

る
妥当性 　べき事業で

評

あるか
・総合計画との

価

整合性　など

　市民が

シ

安心・安全で気軽に行

ー

えるスポーツ環境を充

ト

実し

施策への ・施策へ

（

の貢献度
高い

ていくこ

様

とに貢献している。
・

式

目標達成度
貢献度 ・市

２

民サービスへの効果　

）

など

今後の方向性 □拡

会

充　■現状維持　□改

計

善・効率化　□縮小　

名

□終期設定　□休止・

担

廃止

関係機関との調整

当

しながら利用者にとっ

部

て利便性の高い施設の

教

整備を進める。

育部

一般

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

会

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

計

　
価
　
∨

（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務



事業費　① 37,877 37,780 41,637 41,951 合計 41,636,598 円
需用費 671,366 円

財
　
源

特定財源 695 2,254 1,074 860 役務費 15,400 円
委託料 40,777,530 円

一般財源 37,182 35,526 40,563 41,091 使用料及び賃借料 172,302 円

職員人件費　② 2,016 2,044 2,259 1,148

総事業費（①＋②） 39,893 39,824 43,896 43,099

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

４

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園内の施設の維持

度

管理を指定管理者に行

評

主
た
る
内
容

〇総合運動

価

公園の施設及び樹木等

）

の管理運営
わせること

刈

により、利用者の安全

谷

性の確保と
快適性の維

市

持を図る。

位
置
づ
け

関

事

連計画

根拠法令 都市公

務

園法、刈谷市都市公園

事

条例

対象者 公園利用者

業

事業期間 平成２９年度

評

～

実施方法 □直営　□

価

委託　■指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

２年度実績 ３年度実

担

績 ４年度実績 ５年度計

当

画

公園と体育施設の一

部

体的な管 指定管理者に

教

よる一体的な管 指定管

育

理者による一体的な管

部

指定管理者による一体

一

的な管
理をすることが

般

できた。 理運営をする

会

ことができた。 理運営

計

をすることができた。

総

理運営を行う。

　都市

合

公園内にある体育施設

運

と一体的に指定管理者

動

が管理することにより

公

、利用者への対応など

園

をスムーズに行うこと

管

が

成果
できた。

　総合

理

運動公園内の放置自動

運

車が増加しているため

営

、指定管理者と連携し

事

て対策が必要である。

業

課題

指標名称（単位）

担

実績値 目標値

２年度 ３

当

年度 ４年度 ５年度 ７年

課

度

成果 公園や緑地が充

ス

実していると思う市民

ポ

の割合（％） 72.3

ー

― 77.3 77.8 7

ツ

8.9
指標
活動
指標

他

課

市との
比較検証

款 項 目 担当係 業務

Ｃ
　

係

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

8

位：千円
２年度 ３年度

4

４年度 ５年度 ４年度

（

5

決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳



2

を行うため、安定した財源確保に努めていく必

要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 刈谷市スポーツ協会加盟人数（人） 11,959 11,837 11,486 13,000 13,000
指標

 
指標

公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市・安城市
他市との ＮＰＯ法人・・・犬山市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,140 6,150 4,550 5,300 合計 4,550,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,550,000 円

一般財源 5,140 6,150 4,550 5,300

職員人件費　② 6,346 6,814 6,776 5,741

総事業費（①＋②） 11,486 12,964 11,326 11,041

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 クラブ・

４

団体の育成

目
　
　
　
的

年

　市民の健全な心身の

度

発展に寄与することを

評

主
た
る
内
容

〇刈谷市長

価

杯大会の開催
目的に活

）

動する刈谷市スポーツ

刈

協会に対し補 〇国民体

谷

育大会出場選手の激励

市

助を行い、本市におけ

事

る体育・スポーツ団体

務

〇体育功労者や優秀選

事

手・チーム等の表彰
を

業

統括するとともに、市

評

民スポーツの普及振
興

価

を図る｡

位
置
づ
け

関連

シ

計画 第3次刈谷市スポ

ー

ーツマスタープラン

根

ト

拠法令  

対象者 刈谷市

（

スポーツ協会加盟団体

様

事業期間 昭和３４年度

式

～

実施方法 □直営　□

１

委託　□指定管理　■

）

補助・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

一

績

２年度実績 ３年度実

般

績 ４年度実績 ５年度計

会

画

・刈谷市長杯総合体

計

育大会の ・刈谷市長杯

刈

総合体育大会の ・刈谷

谷

市長杯総合体育大会の

市

・刈谷市長杯総合体育

ス

大会の
　開催等 　開催

ポ

等 　開催等 　開催
・各

ー

種国際スポーツ大会等

ツ

の ・各種国際スポーツ

協

大会等の ・各種スポー

会

ツ大会等の誘致､・国

補

民体育大会選手壮行会

助

の
　誘致に向けた取組

事

　誘致に向けた取組 　

業

連携に向けた取組 　開

担

催
・親子スポーツ教室

当

の開催

　各種事業を実

課

施し、市民スポーツの

ス

普及振興を図るととも

ポ

に、スポーツ少年団へ

ー

の補助やスポーツ振興

ツ

事業開設補助に

成果
よ

課

りジュニア育成事業の

款

一層の推進を図り、本

項

市の将来を担う競技者

目

の育成へと繋げた。ま

担

た、刈谷市と協働しな

当

がら、

スポーツ大会等

係

の誘致や連携に向けた

指

取組を行い、「みる・

導

ささえるスポーツ」の

係

普及に努めた。

　本市

1

における体育・スポー

0

ツ団体の中心的な組織

6

として、継続した活動



係

7 1,750 1,75

1

0
指標

 
指標

【他市レ

0

クリエーション協会加

6

盟状況】
他市との 名古

2

屋市、豊橋市、一宮市、碧南市、西尾市、日進市、岩倉市、豊明市、北名古屋市、清須市、長久手市、
比較検証 あま市、弥富市、犬山市、小牧市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,343 2,247 2,500 3,000 合計 2,500,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,500,000 円

一般財源 2,343 2,247 2,500 3,000

職員人件費　② 4,853 5,148 5,270 5,205

総事業費（①＋②） 7,196 7,395 7,770 8,205

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

４

クラブ・団体の育成

目

年

　
　
　
的

　刈谷市レク

度

リエーション協会に対

評

し補助を

主
た
る
内
容

　

価

市内のスポーツ・レク

）

リエーション団体を
行

刈

い、市民の健康と文化

谷

の向上並びに健全な 束

市

ね、各団体の指導育成

事

、各種大会の開催及
ス

務

ポーツ・レクリエーシ

事

ョン活動の実施、普 び

業

指導者養成などの事業

評

を実施する。
及を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

3次刈谷市スポーツマ

ー

スタープラン

根拠法令

ト

 

対象者 刈谷市レクリ

（

エーション協会加盟団

様

体 事業期間 昭和２２年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　□指定管理　

）

■補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

２年度実績 ３年度

般

実績 ４年度実績 ５年度

会

計画

・協会主催事業の

計

実施 ・協会主催事業の

刈

実施 ・刈谷市民盆おど

谷

り大会をは ・刈谷市民

市

盆おどり大会をは
・加

レ

盟団体委託事業の実施

ク

・加盟団体委託事業の

リ

実施 　じめとする協会

エ

主催事業の 　じめとす

ー

る協会主催事業の
　実

シ

施 　実施
・加盟団体委

ョ

託事業の実施 ・加盟団

ン

体委託事業の実施

　市

協

民の健康と文化向上を

会

図るため、各種スポー

補

ツ・レクリエーション

助

活動を実施するととも

事

に、加盟団体の支援・

業

育成

成果
に努め、更な

担

る生涯学習活動の振興

当

が図られた。

　市内の

課

スポーツ・レクリエー

ス

ションの更なる普及・

ポ

振興を図るため、協会

ー

所属団体が主体性を持

ツ

って継続的、組織的に

課

活動できる仕組みと次

款

代を担うレクリエーシ

項

ョンリーダーの養成が

目

必要である。
課題

指標

担

名称（単位）
実績値 目

当

標値

２年度 ３年度 ４年

係

度 ５年度 ７年度

活動 加

指

盟人数（人） 1,71

導

4 1,673 1,64



指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,106 18,570 20,035 25,230 合計 20,034,870 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 20,034,870 円

一般財源 14,106 18,570 20,035 25,230

職員人件費　② 1,269 1,211 1,205 1,225

総事業費（①＋②） 15,375 19,781 21,240 26,455

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

５

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

４

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　トップリーグをはじ

度

めとする全国大会等を

評

主
た
る
内
容

○トップリ

価

ーグをはじめとする全

）

国大会等の
開催するこ

刈

とにより、競技者の拡

谷

大、競技団 運営補助
体

市

の強化を図ると共に、

事

観戦機会を提供し、
市

務

民のスポーツ振興を図

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第3次刈谷市スポーツ

評

マスタープラン

根拠法

価

令  

対象者 刈谷市スポ

シ

ーツ協会に関連する競

ー

技団体 事業期間 ～

実施

ト

方法 □直営　□委託　

（

□指定管理　■補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

２年

教

度実績 ３年度実績 ４年

育

度実績 ５年度計画

日本

部

女子ソフトボールリー

一

グ 日本女子ソフトボー

般

ルリーグ ニトリＪＤリ

会

ーグを始めとす ニトリ

計

ＪＤリーグを始めとす

各

を始めとする11の大

種

会に補助 を始めとする

大

11の大会に補助 る1

会

8の大会に補助金を交

補

付し る23の大会に補

助

助金を交付す
金を交付

事

した。 金を交付した。

業

た。 る。

　全国レベル

担

の大会等を誘致するこ

当

とで、市民がスポーツ

課

に触れる機会を創出す

ス

るとともに、｢みる・

ポ

ささえるスポーツ｣

成

ー

果
を通じて、スポーツ

ツ

活動に参加できるきっ

課

かけづくりを行った。

款

また、青少年がスポー

項

ツに親しみ、競技力の

目

向上や幅広

い交流を行

担

う機会を支援し、青少

当

年の健全育成を図った

係

。

　みる、ささえるス

指

ポーツを通じて、本市

導

の更なるスポーツ振興

係

をはかるため、事業を

1

充実させ、全国大会や

0

世界大会の

積極的な誘

6

致を行う。
課題

指標名

2

称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 補助大会数（大会） 11 11 18 23 24
指標

 



　

市主 ・かきつばたマラ

洋

ソン等市主
　催事業へ

之

の協力　中止 　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力
・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、一市民一スポーツの推進に寄与することができた。

成果
　支部会及び部会、企画委員会をそれぞれ毎月1回定例で開催することにより、スポーツ推進委員間の情報共有や交流促

進、連携強化等が図られ、事業等を円滑に実施することができた。

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得

・人口等に比した適切な人数の確保及び推進委員の高齢化への対策
課題

・委員の選定方法や報酬額についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） 50.3 ― 48.1 50.9 56.5
指標

 
指標

近隣市の推進委員の数及び委員1人あたりの人口（令和元年度：愛知県スポーツ局より）
他市との 　刈谷市50人／3,060人　
比較検証 　碧南市30人／2,400人　安城市57人／3,298人　知立市28人／2,471人　高浜市25人／1,920人

　岡崎市119人／3,252人 西尾市62人／2,726人　豊田市156人／2,731人　みよし市22人／2,818人

Ｄ
　

Ｃ
　
事

　

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

　

：千円
２年度 ３年度 ４

Ｏ

年度 ５年度 ４年度

（決

　

算） （決算） （決算）

　

（予算） 事業費内訳

事

∧

業費　① 502 331

　

806 4,212 合計

　

805,795 円
旅

実

費 10,410 円

財

　

　
源

特定財源 0 0 30

　

0 需用費 603,59

施

0 円
役務費 78,5

　

60 円

一般財源 50

　

2 331 776 4,2

∨

12 委託料 6,435 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,240 2,271 3,765 3,062 交付金 106,800 円

総事業費（①＋②） 2,742 2,602 4,571 7,274

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 その他の雑入

６年度以降の事業費見込 0

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

４

ーツ指導者の育成

目
　

年

　
　
的

　地域のスポー

度

ツ推進のために活動す

評

るスポ

主
た
る
内
容

○研

価

修会等への参加
ーツ推

）

進委員の支援を行う。

刈

〇定例会議の開催
○自

谷

主事業の開催
〇啓発冊

市

子の発行
〇市民の要望

事

に応じた実技指導の実

務

施
〇学校、公民館等の

事

教育機関その他行政機

業

関
　が行うスポーツ行

評

事又は事業への協力

位

価

置
づ
け

関連計画 第3次

シ

刈谷市スポーツマスタ

ー

ープラン

根拠法令 スポ

ト

ーツ基本法、刈谷市ス

（

ポーツ推進委員に関す

様

る規則

対象者 市民、ス

式

ポーツ推進委員 事業期

１

間 昭和３７年度 ～

実施

）

方法 ■直営　□委託　

会

□指定管理　□補助・

計

助成　□その他

名 担当部 教育部

一

Ｂ

般

　
事
　
業
　
実
　
績

２年

会

度実績 ３年度実績 ４年

計

度実績 ５年度計画

・自

ス

主事業の開催 ・自主事

ポ

業の開催 ・自主事業の

ー

開催 ・自主事業の開催

ツ

　スポーツふれあいｄ

推

ａｙ　 　スポーツふれ

進

あいｄａｙ　 　スポー

委

ツふれあいｄａｙ　 　

員

スポーツふれあいｄａ

事

ｙ　
　ＧＯＧＯウォー

業

キング 　ＧＯＧＯウォ

担

ーキング 　ＧＯＧＯウ

当

ォーキング 　ＧＯＧＯ

課

ウォーキング
　ノルデ

ス

ィック・ウォークス 　

ポ

ノルディック・ウォー

ー

クス 　ノルディック・

ツ

ウォークス 　ノルディ

課

ック・ウォークス
　テ

款

ーション 　テーション

項

　テーション 　テーシ

目

ョン
・啓発冊子の発行

担

　4回 ・啓発冊子の発

当

行 4回 ・啓発冊子の

係

発行 4回 ・啓発冊子

普

の発行
・地域への推進

及

員派遣　4回 ・地域へ

係

の推進員派遣　9回 ・

1

地域への推進員派遣　

0

19回 ・地域への推進

6

員派遣
・かきつばたマ

2

ラソン等市主 ・かきつ

川

ばたマラソン等市主 ・

田

かきつばたマラソン等



里

技団体による自主的な大会開催への移行促進

・競技者が大会に参加したくなるような効果的、効率的な啓発
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 4,925 6,510 9,388 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 283 212 387 404 合計 386,900 円
役務費 37,900 円

財
　
源

特定財源 126 92 121 140 委託料 349,000 円

一般財源 157 120 266 264

職員人件費　② 1,867 1,741 1,732 1,378

総事業費（①＋②） 2,150 1,953 2,119 1,782

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 大会参加料
保険料実費徴収金

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

４

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　各種目毎

度

に参加者相互の情報交

評

換と交流を

主
た
る
内
容

価

〇専門の知識と実績を

）

有する団体等への事業

刈

深めるとともに、スポ

谷

ーツの普及振興に寄与

市

　委託による各種スポ

事

ーツ大会の開催
する。

務

位
置
づ
け

関連計画 第3

事

次刈谷市スポーツマス

業

タープラン

根拠法令  

評

対象者 市民 事業期間 ～

価

実施方法 □直営　■委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

２年度実績 ３年度実績

当

４年度実績 ５年度計画

部

・スポーツ大会等の開

教

催 ・スポーツ大会等の

育

開催 ・スポーツ大会等

部

の開催 ・スポーツ大会

一

等の開催
　一万人卓球

般

　中止 　一万人卓球　

会

中止 　一万人卓球　4

計

43人 　一万人卓球　

各

　ユニホッケー　80

種

人 　ユニホッケー　中

大

止 　ユニホッケー　1

会

13人 　ユニホッケー

開

　ＧＯＧＯウォーキン

催

グ 　ＧＯＧＯウォーキ

事

ング 　ＧＯＧＯウォー

業

キング 　ＧＯＧＯウォ

担

ーキング
　282人 　

当

232人 　202人
　

課

参加者　計362人 　

ス

参加者　計232人 　

ポ

参加者　計758人　

ー

　市民が気軽に参加で

ツ

きる大会を開催するこ

課

とにより、選手間の交

款

流が深められた。また

項

、日頃のスポーツ活動

目

の成果を

成果
発揮でき

担

る場を提供することに

当

より、競技力や取組み

係

意欲の向上を図ること

普

ができた。

　誰もが、

及

いつでも、どこでも、

係

手軽に始められ、継続

1

して行うことができる

0

スポーツであるウォー

6

キング大会を開催す

る

2

ことにより、普段スポ

山

ーツに関わりの少ない

田

市民に、スポーツを始

　

めるきっかけ作りを行

知

うことができた。

・競



田

　9回
　一般参加者数

　

　134人 　一般参加

洋

者数　176人
　子ど

之

もから高齢者まで、多くの市民に、スポーツを始める、スポーツに親しむきっかけ作りを行うことができた。

成果
　ノルディック・ウォークステーションのアンケートによると、継続的に参加されている市民が多いことから、継続して

運動する場を提供することができた。

・スポーツをしていない人たちが、スポーツに対して興味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率　

　的、効果的な啓発
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保

・効率的なイベント開催によるスポーツ推進委員の負担の軽減

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 スポーツふれあいｄａｙ等開催回数(回） 7 10 17 19 19
指標
成果 スポーツふれあいｄａｙ等一般参加者数(人） 219 283 560 600 700
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 439 200 76 200 合計 75,983 円
委託料 75,983 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 439 200 76 200

職員人件費　② 1,867 1,741 1,

Ｄ

506 1,531

総事

　

業費（①＋②） 2,3

　

06 1,941 1,5

　

82 1,731

建
設
事

Ｏ

業

全体事業費（単位：

　

千円） 0 ４年度特定財

　

源名称

４年度までの累

∧

積事業費 0

６年度以降

　

の事業費見込 0

　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 スポーツ

和

施策体系
施策の内容 ス

４

ポーツ活動プログラム

年

の充実

目
　
　
　
的

　生

度

涯スポーツの振興にあ

評

たり、市民が手軽

主
た

価

る
内
容

〇刈谷市スポー

）

ツ推進委員協議会への

刈

委託に
に楽しめる環境

谷

づくりを推進するため

市

、ニュ 　よるスポーツ

事

ふれあいｄａｙ等の開

務

催
ースポーツを広く紹

事

介する。

位
置
づ
け

関連

業

計画 第3次刈谷市スポ

評

ーツマスタープラン

根

価

拠法令  

対象者 市民 事

シ

業期間 ～

実施方法 □直

ー

営　■委託　□指定管

ト

理　□補助・助成　□

（

その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業

当

　
実
　
績

２年度実績 ３

部

年度実績 ４年度実績 ５

教

年度計画

・スポーツふ

育

れあいｄａｙの ・スポ

部

ーツふれあいｄａｙの

一

・スポーツふれあいｄ

般

ａｙの ・スポーツふれ

会

あいｄａｙの
　開催　

計

2回 　開催　3回 　開

ニ

催　8回 　開催　8回

ュ

　一般参加者数　94

ー

人 　一般参加者数　1

ス

49人　 　一般参加者

ポ

数　384人　 　種目

ー

　ソフトバレーボー　

ツ

　種目　ノルディック

普

・　 　種目　ノルディ

及

ック・ 　種目　ノルデ

事

ィック・ 　　ル、ミニ

業

テニス、ディス
　　ウ

担

ォーク、ファミリーバ

当

　　ウォーク、ソフト

課

バレー 　　ウォーク、

ス

ソフトバレー 　　ゲッ

ポ

ター、ボッチャ等
　　

ー

ドミントン、ボッチャ

ツ

等 　　ボール、ミニテ

課

ニス、　 　　ボール、

款

ミニテニス、　 ・ノル

項

ディック・ウォークス

目

・ノルディック・ウォ

担

ークス 　　ボッチャ等

当

　　ボッチャ等 　テー

係

ションの開催（月1回

普

）
　テーションの開催

及

　5回 ・ノルディック

係

・ウォークス ・ノルデ

1

ィック・ウォークス 　

0

※11月を除く
　一般

6

参加者数　125人 　

2

テーションの開催　7

川

回 　テーションの開催



年度

成果 総合順位（位） ― ― 15 10 10
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 305 305 合計 305,000 円
委託料 305,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 305 305

職員人件費　② 3,509 3,558 3,539 4,172

総事業費（①＋②） 3,509 3,558 3,844 4,477

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

令和５年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

度

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

（

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

令

計画
分野 教育文化

基本

和

施策 スポーツ
施策体系

４

施策の内容 スポーツ活

年

動プログラムの充実

目

度

　
　
　
的

　愛知万博メ

評

モリアル愛知県市町村

価

対抗駅伝

主
た
る
内
容

　

）

市町村駅伝大会に刈谷

刈

市チームを編成、派
競

谷

走大会に刈谷市代表選

市

手を派遣し、市民に 遣

事

する事業を実行委員会

務

に委託し、愛知万博
Ｐ

事

Ｒすることで競技の普

業

及を図るとともに刈 メ

評

モリアル愛知県市町村

価

対抗駅伝競走大会に
谷

シ

市を含めた愛知県内の

ー

市町村スポーツ振興 刈

ト

谷市として出場する。

（

に寄与する。

位
置
づ
け

様

関連計画 第3次刈谷市

式

スポーツマスタープラ

１

ン 

根拠法令  

対象者

）

選抜選手並びに実行委

会

員 事業期間 平成１８年

計

度 ～

実施方法 □直営　

名

■委託　□指定管理　

担

□補助・助成　□その

当

他

部 教育部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２年度実績 ３年度

当

実績 ４年度実績 ５年度

課

計画

各部門2名計18

ス

名の選手を選出実行委

ポ

員会を1回書面開催し

ー

た4回の合同練習会等

ツ

を行うとと4回の合同

課

練習会等を行うとと
し

款

、5回の合同練習会を

項

行う。。 もに、各部門

目

2名計18名の選手も

担

に、各部門2名計18

当

名の選手
・目標順位　

係

第7位入賞 　　　　　

指

　　　　　　中止 にて

導

出場した。 にて出場す

係

る。
　　　　　　　　

1

　　　中止 ○順位　第

0

15位 ○目標順位　1

6

0位以内入賞

　大会を

2

通じて愛知万博を次世代へ継承するとともに、競技者育成、市町村相互の交流及びスポーツ振興を図ることがで

成果
きた。

　世代ごとの選手育成、選考及び発掘、陸上競技者以外へも広く大会のＰＲや広報を行う必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 496 2,053 3,745 4,485 合計 3,745,000 円
報償費 3,745,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 496 2,053 3,745 4,485

職員人件費　② 1,269 1,287 1,280 1,301

総事業費（①＋②） 1,765 3,340 5,025 5,786

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 スポーツ
施策体系

和

施策の内容 スポーツ活

４

動プログラムの充実

目

年

　
　
　
的

　全国大会等

度

に刈谷市から出場する

評

選手に対

主
た
る
内
容

　

価

国際大会、全国大会等

）

に出場する選手に激
し

刈

て激励金を交付するこ

谷

とにより、大会での 励

市

金を支給し大会での活

事

躍を祈念する。
活躍を

務

激励するとともに、各

事

競技の技術力向
上と普

業

及振興を図る。

位
置
づ

評

け

関連計画 第3次刈谷

価

市スポーツマスタープ

シ

ラン 

根拠法令  

対象

ー

者 全国大会等出場届提

ト

出者 事業期間 ～

実施方

（

法 ■直営　□委託　□

様

指定管理　□補助・助

式

成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　

教

事
　
業
　
実
　
績

２年度

育

実績 ３年度実績 ４年度

部

実績 ５年度計画

・交付

一

人数　92人 ・交付人

般

数　233人 ・交付人

会

数　499人 ・交付見

計

込人数　565人
・交

各

付金額　496,00

種

0円 ・交付金額　2,

大

056,000円 ・交

会

付金額　3,745,

出

000円 ・交付見込金

場

額　4,485,00

選

0円

　本市から世界大

手

会や全国大会等へ出場

激

する選手に対して、激

励

励金を交付することに

事

より大会の活躍を願い

業

激励した。ま

成果
た、

担

各種大会出場選手への

当

激励並びに補助を行い

課

、スポーツ振興と競技

ス

力向上に努めるととも

ポ

に、全国大会等出場選

ー

手の

把握に努めること

ツ

ができた。

　交付基準

課

に照らして激励金を交

款

付しているが、競技等

項

の別により開催される

目

大会レベルに差がある

担

ことから、平準化が

図

当

ることができる基準の

係

検討が必要である。
課

指

題

指標名称（単位）
実

導

績値 目標値

２年度 ３年

係

度 ４年度 ５年度 ７年度

1

活動 交付人数（人） 9

0

2 233 499 565

6

580
指標

 
指標

 
他

2

市との
比較検証



係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 260,409 269,862 317,231 341,724 合計 317,231,283 円
需用費 111,040,405 円

財
　
源

特定財源 53,309 57,888 71,377 58,511 役務費 1,072,959 円
委託料 200,151,970 円

一般財源 207,100 211,974 245,854 283,213 使用料及び賃借料
4,965,949 円

職員人件費　② 3,808 3,407 3,012 2,296

総事業費（①＋②） 264,217 273,269 320,243 344,020

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 ウィングアリーナ刈谷等使用
料

６年度以降の事業費見込 0 行政財産目的外使用料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

４

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

　ウィングアリーナ刈

評

谷等の管理及び運営を

価

主
た
る
内
容

〇体育施設

）

の管理・運営
適切に行

刈

い、市民サービスの向

谷

上を図る。 〇体育施設

市

の利用受付
〇自主事業

事

の開催

位
置
づ
け

関連計

務

画 第3次刈谷市スポー

事

ツマスタープラン

根拠

業

法令 刈谷市体育施設条

評

例

対象者 施設利用者 事

価

業期間 平成１９年度 ～

シ

実施方法 ■直営　□委

ー

託　■指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２年度実績 ３年度実績

部

４年度実績 ５年度計画

教

・指定管理者による管

育

理運営 ・指定管理者に

部

よる管理運営 ・指定管

一

理者による管理運営 ・

般

指定管理者による管理

会

運営
・ウィングアリー

計

ナ刈谷 ・ウィングアリ

ウ

ーナ刈谷 ・ウィングア

ィ

リーナ刈谷
　利用者数

ン

　221,058人 　

グ

利用者数　237,2

ア

63人 　利用者数　2

リ

92,225人

　民間

ー

のノウハウを生かし、

ナ

効率的な管理運営や各

刈

種事業が実施できた。

谷

成果

　指定管理者の自

等

主事業や新たな提案等

施

を検討し、さらなる施

設

設の活用を検討する必

管

要がある。

課題

指標名

理

称（単位）
実績値 目標

事

値

２年度 ３年度 ４年度

業

５年度 ７年度

活動 スポ

担

ーツ教室指定事業参加

当

者数（人） 3,290

課

4,795 6,075

ス

6,500 7,000

ポ

指標
成果 週1回以上ス

ー

ポーツをしている市民

ツ

の割合（％） 50.3

課

― 48.1 55.0 5

款

7.5
指標

他市の施設

項

管理、指定管理　安城

目

市、豊田市、西尾市、

担

岡崎市、みよし市
他市

当

との 　　　　　　　　

係

直営　　　知立市、碧

業

南市、高浜市 
比較検

務

証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 160,657 166,840 194,051 201,550 合計 194,051,469 円
需用費 5,376,267 円

財
　
源

特定財源 24,795 25,944 34,784 31,204 役務費 313,527 円
委託料 188,361,275 円

一般財源 135,862 140,896 159,267 170,346 負担金、補助及び
交付金 400 円

職員人件費　② 3,434 3,407 3,012 2,296

総事業費（①＋②） 164,091 170,247 197,063 203,846

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

６年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

５

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ施設の

４

整備・充実・開放

目
　

年

　
　
的

　体育館等の施

度

設管理及び運営を適切

評

に行い

主
た
る
内
容

〇体

価

育施設の管理、運営
市

）

民サービスの向上を図

刈

る。

位
置
づ
け

関連計画

谷

第3次刈谷市スポーツ

市

マスタープラン

根拠法

事

令 スポーツ基本法、刈

務

谷市体育施設条例

対象

事

者 施設利用者 事業期間

業

平成１９年度 ～

実施方

評

法 ■直営　■委託　■

価

指定管理　□補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

２年度

名

実績 ３年度実績 ４年度

担

実績 ５年度計画

・指定

当

管理者及び直営による

部

・指定管理者及び直営

教

による ・指定管理者及

育

び直営による 指定管理

部

者及び直営による　
　

一

管理運営 　管理運営 　

般

管理運営 管理運営
・刈

会

谷市体育館 ・刈谷市体

計

育館 ・刈谷市体育館
　

体

利用者数　102,2

育

89人 　利用者数　1

館

31,064人 　利用

等

者数　138,231

施

人

　指定管理者による

設

管理運営により施設を

管

安全に運営することが

理

できた。

成果

　指定管

事

理範囲外の施設のより

業

円滑な管理運営方法や

担

体育館の施設維持老朽

当

化対策を検討する必要

課

がある。

課題

指標名称

ス

（単位）
実績値 目標値

ポ

２年度 ３年度 ４年度 ５

ー

年度 ７年度

活動 刈谷市

ツ

体育館個人利用者数（

課

人） 11,708 19

款

,141 19,741

項

23,000 30,0

目

00
指標
成果 週1回以

担

上スポーツをしている

当

市民の割合（％） 50

係

.3 ― 48.1 55.

業

0 57.5
指標

　他市

務

の状況、指定管理　豊

係

田市、西尾市、岡崎市

1

、みよし市
他市との 　

0

　　　　　　直営　　

6

　安城市、知立市、碧

3

南市、高浜市
比較検証



市2棟（Ｓ54、Ｈ12）、碧南市1棟（Ｈ7)、知立市1棟（Ｓ57)、高浜市1棟、西尾市5棟（Ｓ
他市との 54、Ｓ59、Ｈ4、Ｈ5、Ｈ21)
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 43,188 9,800 30,758 61,900 合計 30,757,980 円
需用費 6,603,300 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 24,154,680 円

一般財源 43,188 9,800 30,758 61,900

職員人件費　② 2,091 1,893 1,882 1,914

総事業費（①＋②） 45,279 11,693 32,640 63,814

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

４

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

　体育館等の施設

度

の円滑な管理運営を図

評

る。

主
た
る
内
容

〇体育

価

館等の設備の修繕、工

）

事

位
置
づ
け

関連計画 第

刈

3次刈谷市スポーツマ

谷

スタープラン

根拠法令

市

スポーツ基本法

対象者

事

施設利用者 事業期間 平

務

成２８年度 ～

実施方法

事

■直営　□委託　□指

業

定管理　□補助・助成

評

　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事

）

　
業
　
実
　
績

２年度実

会

績 ３年度実績 ４年度実

計

績 ５年度計画

・小垣江

名

グラウンド防球ネッ ・

担

刈谷市体育館宿直室修

当

繕 ・刈谷球場デザイン

部

サークル ・刈谷市体育

教

館屋上防水修繕
　ト修

育

繕 ・刈谷市体育館武道

部

場2階ガ　　改修工事

一

・刈谷球場消防設備等

般

改修工
・刈谷球場グラ

会

ウンド改修工 　ラスフ

計

ィルム修繕 ・刈谷球場

体

内野スタンドトイ 　事

育

　事 ・双葉グラウンド

館

コイン点灯A　レ改修

施

工事 ・刈谷球場監視カ

設

メラ取替工
・井ケ谷グ

改

ラウンド防球ネッ 　版

修

更新工事 ・自家用発電

事

機取替工事 　事
　ト改

業

修工事 ・陣場調整池グ

担

ラウンドゴル ・仮設相

当

撲場倉庫改修工事 ・双

課

葉グラウンド防球ネッ

ス

ト
・刈谷市体育館弓道

ポ

場床改修 　フ場整備工

ー

事 （Ｒ3繰越分） 　設

ツ

置工事
　工事　他7件

課

・井ケ谷グラウンド他

款

シェル
　ター塗装修繕

項

　施設整備により利用

目

者の安全性や利便性を

担

向上した。

成果

　今後

当

、施設の老朽化により

係

予期しない修繕等も考

業

えられるため、日頃の

務

点検を強化した上で維

係

持管理計画を検討する

1

必

要がある。
課題

指標

0

名称（単位）
実績値 目

6

標値

２年度 ３年度 ４年

3

度 ５年度 ７年度

成果 利用者満足度（％） 84 83 83 85 85
指標

指標
体育館施設　安城



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,234 4,472 4,527 8,160 合計 4,527,403 円
報償費 1,975,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 1,062,303 円
委託料 1,489,900 円

一般財源 13,234 4,472 4,527 8,160

職員人件費　② 6,720 5,678 5,647 9,185

総事業費（①＋②） 19,954 10,150 10,174 17,345

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

４

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

　小中学校の体育

度

施設を地域住民のスポ

評

ーツ

主
た
る
内
容

〇管理

価

指導員の委嘱
活動へ開

）

放し、市民の健康の保

刈

持増進と体力 〇開放運

谷

営業務の委託
の向上を

市

図る。

位
置
づ
け

関連計

事

画 第3次刈谷市スポー

務

ツマスタープラン

根拠

事

法令 刈谷市立小中学校

業

体育施設のスポーツ開

評

放に関する規則

対象者

価

市民 事業期間 昭和５２
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